
 

宮城大学履修規程 

平成２９年４月１日 

規程第１５０号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、宮城大学学則（平成２１年宮城大学規則第２号。以下「学則」という。）

第３３条第２項及び第３６条第４項の規定により、学士課程教育における授業科目の履修

の方法、成績の評価及び単位の認定等に関し必要な事項を定める。 

２ この規程に定めるもののほか、基盤教育科目及び各学群の履修方法等について他に特別

の定めがある場合は、その定めるところによる。 

 

（授業科目等） 

第２条 各学類の授業科目、当該科目の配当年次及び単位数並びに必修・選択の別等は、看

護学類については別表１、事業プランニング学類については別表２、地域創生学類につい

ては別表３、価値創造デザイン学類については別表４、食資源開発学類については別表５、

フードマネジメント学類については別表６のとおりとする。 

２ 看護学群看護学類における教育職員免許法（昭和 24年法律第 147号）第５条第１項に定

める養護教諭１種免許状に係る授業科目、当該科目の配当年次及び単位数等は、別表７の

とおりとする。 

 

（履修の登録） 

第３条 学士課程の学生（以下「学生」という。）は、履修しようとする授業科目について、

前期及び後期の所定の期日までに、指定された方法により履修登録を行わなければならな

い。 

２ 前項の履修登録において、基盤教育科目の履修に当たっては、各科目区分の中から幅広

く、偏りのないように履修するよう努めるものとする。 

 

（履修登録の制限） 

第４条 次に掲げる授業科目は、履修登録をすることができない。 

一 在学年次より上級年次に配当されている授業科目 

二 既に単位を修得した授業科目 

２ 授業時間が重複する授業科目は、原則として履修登録できない。 

３ 教育環境等により、履修登録の人員を制限することがある。 

 

（履修登録単位数の上限） 

第５条 各年次における履修登録単位数の上限は、４９単位とする。ただし、１年次におけ

る基盤教育科目の履修登録単位数の上限は３５単位までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる科目の単位数は、履修登録単位数の上限に

は含まない。 

一 別表１～７の科目のうち、卒業要件に含まない科目 

二 学則第８条第１項第４号の規定に定める春季休業日、夏季休業日及び冬季休業日に開

講される集中講義等の科目 

３ 学則第３７条の規定に基づき、本学の他の学群又は学類の授業科目を履修する場合につ

いては、履修を許可された科目の単位数を履修登録した単位数とみなして、第１項の規定



 

を適用する。 

４ 学則第３８条第１項の規定に基づき、他大学又は短期大学から履修を許可された科目に

ついては、履修を許可された科目の単位数を履修登録した単位数とみなして、第１項の規

定を適用する。ただし、学群教授会等が特に必要と認めた場合は、この限りではない。 

 

（授業科目の開講取消） 

第６条 履修登録者数が５人以下の場合には、当該授業科目の開講が取り消されることがあ

る。 

 

（試験） 

第７条 試験は、その授業の開講時期の末に期間を定めて行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、随時試験を行うことができる。 

３ 前２項の試験は、筆記試験、口述試験、実技試験、又は課題（レポート・制作物等）によ

り行う。 

４ 次のいずれかに該当する学生は、第１項の試験を受験することができない。 

一 履修登録をしていない学生 

二 出席時間が、授業時間の５分の４に満たない学生 

三 試験時刻に２０分を超えて遅参した学生 

 

（成績評価等） 

第８条 学生の成績は、シラバス等で示された授業の到達目標に対する学生の学修到達度に

よって評価されるものとする。 

２ 成績の表示は次のとおりとし、秀、優、良及び可を合格とし、所定の単位を与える。 

評価 評   点 学修到達度との関係 

秀 ９０点以上 学修到達度が特に優秀な水準で到達目標に達してい

る。 

優 ８０点以上９０点未満 学修到達度が優秀な水準で到達目標に達している。 

良 ７０点以上８０点未満 学修到達度が良好な水準で到達目標に達している。 

可 ６０点以上７０点未満 学修到達度が到達目標に達している。 

不可 ６０点未満 学修到達度が到達目標に達していない。 

３ 前条第４項第２号及び第３号の規定に該当し試験を受験できなかった授業科目又は正当

な理由なく試験を受験しなかった授業科目については、原則として不合格とする。 

４ 前２項の規定により不合格となった授業科目については、次年度以降に再履修すること

ができる。再履修する科目にあっては、第３条の規定に基づく履修登録を行わなければな

らない。 

５ 成績は、原則として当該学期末までに確定する。ただし、学群教授会等が特に必要と認

めた場合は、この限りではない。 

 

（追試験） 

第９条 所定の試験に欠席した学生に対する試験（以下「追試験」という。）は、原則として

行わない。ただし、病気その他特別の理由により、やむを得ず試験を受験できなかった学

生に対しては、その願い出により追試験を行うことがある。 

２ 追試験の受験を希望する学生は、原則として該当科目の試験開始前までにその事由を該



 

当科目の担当教員に申し出るものとする。 

３ 前項の規定により申出をした学生は、原則として該当科目の試験終了後１週間以内に、

別に定める様式により追試験願を該当科目の担当教員に提出し、学群長等の承認を得なけ

ればならない。 

４ 追試験の実施日時等は、該当科目の担当教員がその都度決定する。 

 

（再試験） 

第１０条 試験（前条に規定する追試験を含む。）を受験して不合格となった学生に対する試

験（以下「再試験」という。）は、原則として行わない。ただし、学群教授会等が特に必要

と認めた場合は、この限りではない。 

２ 再試験の実施日時等は、該当科目の担当教員がその都度決定する。 

３ 再試験における成績の評価は、原則として可を上限とする。 

 

（不正行為） 

第１１条 第７条第１項及び第２項に定める試験において不正行為をした学生に対しては、

当該学生が当該学期に登録しているすべての履修科目の成績評価を不可とするほか、学則

第３０条の規定による懲戒処分を行う。 

２  授業の出席に関し虚偽申告を行った学生に対しては、当該科目の成績評価を不可とする

ほか、その不正行為の状況により、学則第３０条の規定による懲戒処分を行うことがある。 

 

（進級） 

第１２条 学生は、その年次末において、所定の在学期間及び別表８に掲げる進級要件を満

たしている場合に、当該年次の１学年上の年次に進級する。 

２ 第８条５項で単位認定が延期されている科目は第１項に掲げる進級要件において修得し

た単位に算入しない。 

３ 第１項の規定にかかわらず、各年次末において、所定の在学期間は満たしているものの、

留学等単位の修得に関する特別な事情により別表８の進級要件を満たすことができなかっ

た学生については、それまでの単位の修得状況から上級年次の履修に支障がないと認めら

れる場合に限り、当該学生が所属する学群教授会等の議を経て、その進級を認めることが

ある。 

 

（学類の決定） 

第１３条 入学時に学類が決定していない学生は、学生の希望及び１年次のフレッシュマン

コア科目等の学修到達度その他別に定める要件に基づき、当該学生が所属する学群の学群

長が１年次末までに決定する。 

２ 入学時に学類が決定していない学生は、別に定める期日までに、希望する学類を当該学

生が所属する学群の学群長に届け出なければならない。 

３ 前２項に規定する学類の決定要件及び届出の様式は、別に定める。 

 

（履修コースの選択） 

第１４条 所属する学類において履修コースが設けられている場合には、学生はその一つを

選択するものとする。 

 



 

学群 学類 履修コース 

看護学群 看護学類 - 

事業構想学群 

事業プランニング学類 事業戦略コース、事業管理コース 

地域創生学類 地域政策コース、地域科学コース 

価値創造デザイン学類 感性情報デザインコース、生活環境デザインコー
ス 

食産業学群 
食資源開発学類 植物生産科学コース、動物生産科学コース 

フードマネジメント学類 フードビジネスコース、フードサイエンスコース 

２ 学生は、次の時期までに選択する履修コースを当該学生が所属する学群の学群長に届け

出なければならない。 

学群 学類 届出時期 

事業構想学群 

事業プランニング学類  

２年次の７月末日 
地域創生学類 

価値創造デザイン学類 

食産業学群 
食資源開発学類 

フードマネジメント学類 ２年次の１月末日 

３ 選択した履修コースの変更を希望する学生は、学群長の許可を得なければならない。 

４ 前２項に規定する届出の様式及び履修コース変更手順は、学群ごとに別に定める。 

 

（卒業要件） 

第１５条 卒業するためには、４年以上在学し、看護学類については別表１、事業プランニ

ング学類については別表２、地域創生学類については別表３、価値創造デザイン学類につ

いては別表４、食資源開発学類については別表５、フードマネジメント学類については別

表６の「卒業要件」の欄に掲げる単位数を修得しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、学則第３７条の規定により本学の他学群・他学類の授業科目

を履修して修得した単位及び学則第３８条から第４０条までの規定に基づき認定された単

位については、別に定めるところにより、卒業要件単位数への算入を認めることがある。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 施行日の前日において在籍する者で、施行日以後も引き続いて在籍するもの（施行日以

後に当該学部に転入学、編入学又は再入学したものを含む。）については、この規程にかか

わらず、なお従前の例による。 

  



 

  



 

  



 

 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

別表８（第１２条関係） 

 

進級要件 

修得単位数に 

関する要件 

学群が指定する科目の要件 

看護学群 
事業構想 

学群 

食産業 

学群 

全年次 

共通 

配当年次において未修得の

必修単位が通算６単位以下

であること（※） 

- - - 

２年次 

進級要件 

卒業要件単位数のうち 30 単

位以上を修得していること 
- - - 

３年次 

進級要件 

卒業要件単位数のうち 64 単

位以上を修得していること 

１・２年次に開講

されている必修の

専門教育科目 

- - 

４年次 

進級要件 

卒業要件単位数のうち 96 単

位以上を修得していること 

母性看護学実習 

小児看護学実習 

成人看護学実習 

老年看護学実習 

精神看護学実習 

地域看護学実習 

在宅看護学実習 

３年次に開講

されている卒

業研究科目 

- 

（※）複数の年次で配当されている科目は、上級年次を当該要件における配当年次とする。 


